
（様式第４号） 塩田公民館審議会 会議概要

１ 審議会名 上田市塩田公民館運営審議会

２ 日 時 平成２６年３月１７日 午後１時３０分から午後４時３０分まで

３ 会 場 塩田公民館小ホール

４ 出席者 佐藤会長、木口副会長、関谷委員、宮原委員

５ 市側出席者 倉澤館長 工藤次長 北澤社会教育指導員

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 ０人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 平成２６年３月２４日

協 議 事 項 等

１ 開 会（倉澤塩田公民館長）

２ あいさつ（佐藤信義会長）

３ 協議事項

(1)議題の概要
① 平成 25年度塩田公民館事業報告について

② 学校支援地域本部事業について

③ 市民による事業評価について

④ その他

（2）審議概要
１ 議題①について

（事務局）資料に基づき説明

（各委員の意見）

・ 上田市の通学合宿の状況はどうか？自治会によっては小学生の少ない自治会もある現状。子どもが少なくなる

と単独でＰＴＡ支部むずかしくなるかもしれない。

・ 子どもが卒業すると地域の学校という意識が薄くなる。

・ 塩田公民館は地域に根ざしよくやっている。

・ 青少年活動について関谷委員、工科短大藤井学長の協力も得てはどうか。

（事務局）ご意見を今後にいかしてまいりたい。

２ 議題②について

（事務局）資料に基づき説明

（各委員の意見）

・ 上田市は各教科教材費が全県の市町村の中で少ない。

・ コーディネイターが調整役として、必要ではないか。

３ 議題③について

（事務局）資料に基づき説明

（各委員の意見）

・ 公民館の講座で地域リーダーの育成を行う場合は、裾野を広げる内容ではないか。

・ 深くやりたい人、上級者への橋渡しも大事である。

・ 公民館の役割は啓蒙、実践に結び付けていく、関係者がお互いつながること大事ではないか。

・ 講座参加者が、独立し、また講師となるとか、農地を借りて実践するとか発展することで塩田の特徴がでてく

るのではないか。

４ 議題④について

・ 先進地研修会の反省、平成２６年度計画、利用状況等説明


